
 

 

 

 

 

横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化館は 
令和 6 年 7 月 20 日から再開館いたします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

令 和 6 年 7 月 5 日 
横 浜 都 市 発 展 記 念 館 
横 浜 ユ ー ラ シ ア 文 化 館 
（公財）横浜市ふるさと歴史財団 

記 者 発 表 資 料 

横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化館（所在：横浜市中区、館長：西川武臣、管理運
営：公益財団法人横浜市ふるさと歴史財団）は全館空調機更新工事中のため令和５年 6 月より
休館していましたが、令和 6 年７月 20 日から再開館します。 
再開館にあわせ、３階企画展示室では「細密画で旅するトルコ―友好と文化で照らす外交百

周年」展、１階ギャラリーおよび 4 階横浜都市発展記念館常設展示室では記念パネル展「能登
半島と横浜―銭湯がつなぐ人びとの交流―」を開催します。 

横浜都市発展記念館 

パネル展示「能登半島と横浜 

－銭湯がつなぐ人びとの交流－」 

 令和 6 年（2024）元日、能登半島の先端を震源とす

るマグニチュード 7.6 の地震（令和 6 年能登半島地

震）が発生し、志賀町や輪島市で震度７を記録するな

ど北陸地方は大きな揺れに襲われました。 

 横浜から能登半島は遠く離れた場所にありますが、

深いつながりがあります。例えば、横浜で成功した銭

湯経営者は、郷里への恩返しとして積極的に寄付を行

い、それを見た人びとがさらに横浜へ移住するという

流れができていました。横浜市民の公衆衛生は主に能

登半島の出身者によって支えられていたのです。 

 本展示では、写真資料を中心に銭湯を通じた能登半

島と横浜のつながりを紹介します。 

 

開催期間 令和 6 年（2024）7 月 20 日（土） 

～9 月 29 日（日） 

主 催 横浜都市発展記念館 

後 援 横浜市浴場協同組合 

会 場 １階ギャラリー・旧第一玄関（第 1 会場） 

    ４階常設展示室（第 2 会場） 

観覧料 無料（第 1 会場） 

一般 200 円、小中学生・市内在住 65 歳以上

100 円（第 2 会場） 

休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）  

 
※「細密画で旅するトルコ―友好と文化で照らす外交百周年」展を

ご覧いただくと本パネル展示もご覧いただけます。 

横浜ユーラシア文化館 

「細密画で旅するトルコ 

－友好と文化で照らす外交百周年」展 

令和 6 年（2024）は、トルコ共和国と日本が国交を

樹立してから 100 年となります。この節目の年を記念

して、トルコの現代細密画の展示を開催いたします。 

 トルコの細密画は、オスマン帝国時代に高度に発達

し、本の挿絵などに多く使われました。金箔や水彩絵

の具による鮮やかで繊細な表現が特徴です。現代のト

ルコ細密画は、伝統的な技術を継承しながら、純粋芸

術作品として制作されています。今回の展示では、ト

ルコ全国に千人以上の会員を擁するトルコ伝統芸術

協会の協力により、トルコ各都市の風景を描いた作品

を中心に、現代トルコ細密画の世界をご紹介いたしま

す。 

 

開催期間 令和 6 年（2024）7 月 20 日（土） 

～8 月 4 日（日） 

主 催 横浜ユーラシア文化館、トルコ伝統芸術協

会、駐日トルコ共和国大使館 

共 催 横浜市教育委員会 

協 力 トルコ共和国文化観光庁、トルコ航空 

後 援 朝日新聞横浜総局、神奈川新聞社、東京新聞

横浜支局、毎日新聞社横浜支局読売新聞横浜

支局、NHK 横浜放送局、ｔｖｋ 

会 場 3 階 企画展示室 

観覧料 一般 300 円、小中学生・市内在住 65 歳以上

150 円 

休館日 月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日） 

丸山清人氏画 



 

  今年度の展覧会・イベント開催予定                

令和 6 年（2024）10 月 4 日～令和７年（2025）1 月 5 日 

横浜ユーラシア文化館 特別展「思い出のチマ・チョゴリ」 

令和 6 年（2024）11 月 16 日・17 日  

「第 4 回 横浜ユーラシア・スタチュー・ミュージアム」 

令和７年（2025）1 月 18 日～4 月 13 日 

横浜都市発展記念館 企画展「横浜市街地の河川運河と水運」(仮称) 

 
 

  歴史的建造物を活用した博物館 －横浜市認定歴史的建造物「旧横浜市外電話局」－   

 横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化館

として使用しているこの建物は、昭和 4 年

（1929）に横浜中央電話局の局舎として建てら

れた歴史的建造物です。局舎の設計を担当した

のは、横浜出身の若手建築家中山広吉で、外壁

全面にタイルを貼ったモダンなデザインは、昭

和戦前期の逓信建築（郵便局・電信電話局な

ど）の大きな特徴でした。 

 竣工当時は、大さん橋通りに面した場所がメ

インの玄関でした。大さん橋通りから入って右

手に加入課事務室（現・事務室）があり、ここ

で電話加入者の受付をおこなっていました。 

 建物は展示施設として大幅に手を加えられま

したが、旧第一玄関だけは、改修前の雰囲気を

そのまま残しています。再開館にあたって開催

するパネル展示「能登半島と横浜―銭湯がつな

ぐ人びとの交流―」の会場の一部としても使用

しますので、歴史的な建造物とあわせてご覧く

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問合せ先 

横浜都市発展記念館・横浜ユーラシア文化館   TEL 045-663-2424 

（横浜都市発展記念館に関すること）  副館長：青木祐介 

（横浜ユーラシア文化館に関すること） 副館長：伊藤泉美 

広報担当：神谷量子 

新築移転記念絵葉書（上下とも）
昭和 4 年（1929）  
阿部邦夫氏寄贈・横浜都市発展
記念館所蔵 

現在の横浜市認定歴史的建造物
「旧横浜市外電話局」（左）と旧
第一玄関（右） 

王族意匠の唐衣とチマ 
2000 年代 個人蔵 


